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五
郎
丸
（
ご
ろ
う
ま
る
）

二
〇
一
五
年
の
秋
、
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
五
郎
丸
歩
選

手
が
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
五

郎
丸
と
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら

大
正
時
代
に
か
け
て
織
ら
れ
た

布
の
名
称
と
し
て
、
奥
会
津
地

域
一
帯
で
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
南
会
津
郡
の『
伊
南
村
史
』

に
は
そ
う
し
た
文
書
類
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

慶
応
二
年
の
店
卸
帳
に
長

尺
晒
（
さ
ら
し
）、
細
ミ
、
作

り
五
郎
丸
、
雪
さ
ら
し
五
郎

丸
、
晒
五
郎
丸
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
（『
伊
南
村
史
第
三
巻
』

六
六
五
ペ
ー
ジ
）。

明
治
二
年
の
若
松
県
生
産
分

局
の
写
し
資
料
で
は
、「
五
郎

丸

御
上
下
（
か
み
し
も
）
地

千
疋

代
三
千
両
」
と
あ
り

ま
す
（『
伊
南
村
史
第
四
巻
』

九
五
ペ
ー
ジ
）。

明
治
十
四
年
の
第
二
回
内
国

勧
業
博
覧
会
で
「
麻
五
郎
丸
」

は
褒
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
明
治
十
七
年
に
も
同
じ
も
の

が
出
品
さ
れ
た
ほ
か
、
明
治

十
七
年
と
二
十
年
に
は
「
片
山

晒
（
か
た
や
ま
さ
ら
し
）
帷

子
地
（
か
た
び
ら
じ
）」
が
あ

り
「
竪
ヨ
リ
タ
ル
麻
、
横
ヨ
ラ

ザ
ル
青
苧
（
カ
ラ
ム
シ
）、
織

リ
成
テ
後
、
灰
水
ニ
浸
シ
、
他

水
ニ
晒
シ
、
日
光
ニ
乾
カ
ス

以
上
ノ
如
ク
為
ス
事

三
十
日

後

板
ニ
巻
キ
木
槌
ヲ
以
テ
打

ツ
」と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に「
麻

細
綟
子
（
も
じ
）
蚊
帳
地
」

が
あ
り
ま
す
。

大
正
三
年
の『
南
会
津
郡
史
』

に
も
麻
布
の
五
郎
丸
等
の
事
が

記
載
さ
れ
て
る
こ
と
を
『
伊
南

村
史
第
六
巻
』
で
河
原
田
宗
興

さ
ん
は
紹
介
し
て
い
ま
す
。『
郡

史
』
で
は
布
（
反
物
）
に
は
五

郎
丸
、
著
幅
、
綟
子
、
蚊
帳
地
、

細
美
（
さ
い
み
）
が
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
細
美
と
は
太
さ
の

同
様
な
る
細
糸
を
粗
に
織
り
た

る
も
の
に
し
て
畳
の
縁
被
に
用

ふ
。
著
幅
と
は
緯
糸
経
糸
と
も

に
同
様
に
撚
り
た
る
も
の
に
て

織
る
。
綟
子
・
蚊
帳
地
は
緯
糸

太
く
経
糸
細
き
も
の
を
用
ふ
。

そ
し
て
五
郎
丸
は
、
緯
糸
を
撚

り
、経
糸
を
撚
ら
ず
し
て
織
り
、

最
上
級
の
五
郎
丸
は
経
糸
に
苧

麻
（
カ
ラ
ム
シ
）
を
用
い
て
、

麻
布
で
は
最
も
高
価
な
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
麻
と
カ
ラ
ム
シ
（
青

苧
）
の
交
織
布
が
話
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
種
類
の
異
な
る

草
の
繊
維
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
風

合
い
の
製
品
を
織
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
絹

糸
（
蚕
）、
綿
な
ど
で
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
村
で
は
古
く
か
ら
カ
タ

ヤ
マ
（
た
て
い
と
に
麻
、
よ
こ

い
と
に
カ
ラ
ム
シ
）
は
織
ら
れ

て
い
ま
す
し
そ
う
し
た
製
品
が

現
存
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
村
内
佐
倉
の
か
ら
む

し
工
芸
博
物
館
で
は
、
企
画
展

｢

文
字
に
見
る
か
ら
む
し
と
麻｣

応
用
編
が
三
月
ま
で
の
日
程
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数

年
間
に
村
内
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
公
開
さ
れ
た
ア
サ
や

カ
ラ
ム
シ
に
関
す
る
文
書
・
資

料
類
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
品
で
あ
る
原
料
の
生
産
や
加

工
、
商
品
規
格
、
販
売
・
取
引

に
関
す
る
資
料
が
少
し
ず
つ
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
の
繊
維
植
物
の

研
究
で
は
古
く
縄
文
時
代
か
ら

ア
サ
は
エ
ゴ
マ(

ジ
ュ
ウ
ネ
ン)

や
マ
メ
類
と
共
に
栽
培
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
十
一
月
末
に
山

形
県
南
陽
市
で
縄
文
前
期
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
私
も
聴
講
参

加
し
ま
し
た
。
植
物
の
利
用
・

栽
培
の
研
究
は
、
分
析
化
学
の

進
展
に
よ
り
特
に
日
本
植
生
史

学
会
が
『
植
生
史
研
究
』
に
そ

の
多
く
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
樹
皮
（
樺
類
）
の
縄
も

多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
当
地

で
は
樹
皮
は
モ
ワ
ダ
（
シ
ナ

皮
）
が
多
く
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
縄
文
時
代
等

の
植
物
分
類
学
が
進
む
と
同
時

に
、
ア
サ
や
カ
ラ
ム
シ
の
現
存

物
の
分
析
に
も
応
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
生
産
現
場
を

持
つ
昭
和
村
の
研
究
対
象
と
し

て
の
価
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
何
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
カ
ラ
ム
シ
や
ア
サ
生
産
の

実
態
・
歴
史
を
含
め
、
調
査
す

べ
き
こ
と
が
た
い
へ
ん
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
















